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向原第二住宅団地マンション建替組合（理事長：小ノ澤聖二）と、本組合に参加組合員として参画した野村不

動産株式会社（本社：東京都港区／代表取締役社長：松尾大作）、旭化成ホームズ株式会社（本社：東京

都千代田区／代表取締役社長：大和久裕二）は、本組合が施行した「プラウドシティ小竹向原※1」（所在地：東

京都板橋区、以下「本物件」）が、一般社団法人いきもの共生事業推進協議会（以下「ABINC」）が主催する第

4 回 ABINC 賞において「優秀賞」を受賞したことをお知らせいたします。なお、それに伴う表彰式が 2025 年 11 月 28

日に開催されました。 

本物件は敷地面積約 18,000 ㎡、全 500 戸の大規模分譲マンションです。従前の建物は全 246 戸の団地で、

敷地内には約 50 年間大切に育てられた桜、欅、杉、ユリの木など多様な樹木が多く生育していました。それらの樹木を

団地の歴史として保存、再利用することに加え、従前団地に見劣りしない緑地緑量を備え、潤いある街づくり・都市の

森づくりに取り組みました。 

 

※1:「向原第二住宅団地」建替え事業 

事業主：向原第二住宅団地マンション建替組合、参加組合員：野村不動産、旭化成不動産レジデンス(当時) 

  

本ニュースリリースのポイント 

1. 「プラウドシティ小竹向原」が第 4 回 ABINC 賞にて「優秀賞」を受賞 

2. 団地時代から育まれた樹木の保存や在来種の採用に取り組む 

3. 鳥や蝶の生息環境の整備、緑地の連続性による動物の移動経路へ配慮 

「プラウドシティ小竹向原」が第 4 回 ABINC 賞で「優秀賞」を受賞 

― 団地時代から続く景観要素の保存や、動物の移動経路に対する取り組みが評価 ― 

【本物件の外観と中庭の様子】 【表彰式の様子】 
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1. ABINC 認証・ABINC 賞の概要 

JBIB（一般社団法人「企業と生物多様性イニシアティブ」）が開発した「いきもの共生事業所推進ガイドライン」

の考え方に沿って計画・管理され、工場・オフィスビル・商業施設・集合住宅・物流施設・戸建住宅団地等で、生

物多様性に配慮した建築または緑地の計画・配置をしているものが ABINC 認証の対象になります。その上で、土

地利用通信簿で基準点を満たす事業所に対し、審査委員および認証委員会の審査により認証が付与されます。 

ABINC 認証は 2014 年より始まった制度ですが、3 年度中に認証を新規取得または更新した事業所のうち、

特に ABINC の普及啓発や生物多様性の主流化への貢献度が高い施設に「ABINC 賞」が与えられます。 

「優秀賞」と「特別賞」の 2 種類があり、本物件は「他の模範となる施設（最高得点事業所）」として「優秀賞」

を受賞しました。 

 

【本物件の優秀賞選出に対する評価コメント（ABINC 事務局）】 

既存の樹木を活かした豊かな緑地の確保や、バードバスによる水辺の工夫、さらに間伐材を用い

たベンチやオブジェの創作など、環境と地域に寄り添う取り組み、また地域住民の交流を促す多彩

なイベントの企画も、地域の活性化に大きく貢献するものとして高く評価されました。 

 

2. 本物件における生物多様性保全の取り組み 

(1) 大規模な緑地の確保と在来種の採用 

本物件には、舗装によって分断されていない、同じ景観が連続している緑地を、300 ㎡以上確保してお

り、そのうち中庭に属する最大規模の緑地における構成樹木の半分以上が在来種となります。 

 

(2) 団地時代から続く緑の継承 

敷地内で板橋区の保存樹木に指定されているケヤキの並木と敷地内シダレウメに対して調査を行い、地

域の重要な景観要素として保存、また既存樹を再利用し共用部の家具やアートに採用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ABINC のロゴマーク】 

【本物件や周辺の配置図】 

【既存樹のケヤキ並木】 

【既存樹を再利用したサブエントランスのベンチ・壁面のアート】 

【ツナグヒロバに移植したシダレウメ】 
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(3) 動物の生息環境や移動経路に配慮した取り組み 

【動物の生息環境への配慮】 

動物の生息環境に対する配慮として、鳥や蝶が好む花や実のなる木を敷地全体に植えています。加えて、

地上性の小動物の隠れ家となる栗石や、鳥の休息場所となるバードバスを中庭に設けております。 

 鳥 蝶 

対象種 

 

 

 

 

 

 

 

 

植栽樹種 

高中木 低木地被 

クロガネモチ、イロハモミジ、エゴノキ、ノムラモミジ、

オオモミジ、ヤマモミジ、ヤマザクラ、ハナミズキ、 

ガマズミ、ムラサキシキブ、サンショウ 

ヒラドツツジ、クルメツツジ、ドウダンツツジ、サツキ、ミツバツツジ、 

アベリアホープレイズ、ツワブキ 

 

【動物の移動経路への配慮】 

また、移動経路についても配慮をしており、中庭テラスの管理通路をコンクリート舗装にせずに、非舗装の

砂利とすることで、テラス内の緑地、テラス内外の緑地のつながりを保ちます。また、舗装される部分について

も、地面を覆うように生育する、樹高の低い植物を植えることで、昆虫等の移動経路を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご参考①】本物件の概要 

 

所在地 東京都板橋区小茂根一丁目 1595 番 1 他(地番)、向原 3 丁目 1341 番 2 他(地番） 

交通情報 東京メトロ有楽町線・副都心線「小竹向原」駅 徒歩 5 分 

総戸数 500 戸 

構造・規模 
グランドコート（A 敷地）：RC 造（一部鉄骨造）地上 12 階 

フロントコート（B 敷地）：RC 造（一部鉄骨造）地上 7 階 

敷地面積 18,312.66 ㎡ 

竣工時期 2024 年 5 月 

売主 野村不動産株式会社、旭化成不動産レジデンス株式会社（当時） 

設計 株式会社 NEXT ARCHTECT & ASSOCIATES 

施工 株式会社長谷工コーポレーション 

【配慮対象とした鳥や蝶の種と、それらが好む植栽樹種】 

【中庭の様子】 【非舗装の砂利を採用した中庭管理通路】 
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【ご参考②】野村不動産株式会社の生物多様性保全に関する取り組み 

野村不動産は、住宅事業および都市開発事業における生物多様性保全のための取り組み「Link NATURE 

Action※2」を 2025 年 3 月に策定しております。植栽計画において物件単位で達成を目指す定量指標を定めること

で、開発物件の増加と連動したネイチャーポジティブ実現へ貢献します。また、建物計画において木材活用を推進してい

くことにより、「植林」「保育」「収穫」という「森林サイクル」を循環させ、適切な生態系を保つだけでなく、自然災害の防止

や脱炭素にも貢献します。 

 

※2: Link NATURE Action 公式 HP  https://www.minnade-tsunagu.com/linknatureaction/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご参考③】旭化成ホームズ株式会社の生物多様性保全に関する取り組み 

旭化成ホームズは、「あさひ・いのちの森」や「湯屋のヘーベルビオトープ」などの自然環境施設を創設し、地域社会の

皆様と協働して生物多様性の保全に関するさまざまな調査・研究を実施しております。これらの活動で得られた知見を

活用し、都市部の限られた敷地条件においても生物多様性に配慮した外構植栽計画を提案する「まちもり®」を展開

しております。当社は、こうした事業活動を通じて、ステークホルダーの皆様と共に自然と調和する社会の実現を目指しま

す。 

 

旭化成ホームズの生物多様性保全 https://www.asahi-kasei.co.jp/j-koho/sustainable/environment/biodiversity/index.html/ 

 

 

【あさひ・いのちの森】 【鳥類に配慮した植栽階層構造】 【竣工マンションでの指標生物観察イベント】 

【植栽計画の定量目標（行政の緑化基準の 110%）】 【Link NATURE Action のロゴマーク】 

https://www.minnade-tsunagu.com/linknatureaction/
https://www.asahi-kasei.co.jp/j-koho/sustainable/environment/biodiversity/index.html/

